だが、 かかる 念願 を もって 書き だした 私 も、 架空な 

女 を 相手に して (架空で もない、 多少の 手がかり は あ 

る 女 だが) ゐる うち はま だ 良かった。 やがて、 あの人 

らしき ものが 現れて はもう だめ、 私の 観念 は 混乱 分裂、 

四苦八苦、 即ち ロマンと 称し、 物語 的 展開と か、 発展 

と 称する 手法の 自在 性 を 悪用して 徒らに、 自我 を 裏切 

リ、 裏切りながら シッポ を だし、 私の 夢と 私の 現実と 

いふ もの は、 あそこで は、 ただ、 各々 噓を つき、 自分 

を だまさう とし、 心に もな く 見栄をはり、 空虚 醜怪な 

術策、 手 レン 手 クダの あげくに シッポ を だす、 とい ふ 



得た ので、 私 は 尚、 私の 卑小な 絶望に、 それ を 真実 封 

じうる まことの 墓 を 今日 も 尚、 作り 得て ゐ ない。 

「吹雪 物語」 は、 ただ 墓の 影で あり、 その 墓 は 名ば か 

り、 真実 屍 を 土中に 埋めて ゐ ない。 空虚な、 カラの 墓 

であった。 

私が、 ここに、 かかる 虚しい 墓、 インチキな 墓碑銘 

を敢て 怖れげ もな く 再版す る 度胸 を も つに 至った の は、 

ともかく、 過去の インチキな 悪戦苦闘が 今日の 私に 至 

る カケガ へのない 道であった こと は 確かで あり、 私が 

今日の 私 を敢て 怖れず 世に 問 ふ 限り、 過去の 私 を 世に 

問 ふこと を 怖れる ベ きで ない こと を SIS じ 得る やうに な 
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